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議案第２号 

 

   矢板市未来の森づくり基金条例の制定について 

 

 矢板市未来の森づくり基金条例を、別紙のように定める。 

  令和元年６月７日提出 

 

                      矢板市長 齋 藤 淳一郎    
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矢板市条例第  号 

 

   矢板市未来の森づくり基金条例 

 

 （設置） 

第１条 間伐や人材育成、担い手の確保、木材利用の促進や普及啓発等の森林整備

及びその促進に関する費用に充てるため、矢板市未来の森づくり基金（以下「基

金」という。）を設置する。 

 （積立て） 

第２条 基金として積み立てる額は、予算で定める額とする。 

 （管理） 

第３条 基金に属する現金は、金融機関への預金その他最も確実かつ有利な方法に

より保管しなければならない。 

２ 基金に属する現金は、必要に応じ、最も確実かつ有利な有価証券に代えること

ができる。 

 （運用益金の処理） 

第４条 基金の運用から生ずる収益は、一般会計歳入歳出予算に計上して、基金に

繰り入れるものとする。 

 （繰替運用） 

第５条 市長は、財政上必要があると認めるときは、確実な繰戻しの方法、期間及

び利率を定めて、基金に属する現金を歳計現金に繰り替えて運用することができ

る。 

 （処分） 

第６条 基金は、第１条に規定する事業の財源に充てる場合に限り、これを処分す

3



ることができる。 

 （委任） 

第７条 この条例に定めるもののほか、基金の管理に関し必要な事項は、市長が別

に定める。 

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 
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議案第３号 

 

   矢板市印鑑条例の一部改正について 

 

 矢板市印鑑条例の一部を改正する条例を、別紙のように定める。 

  令和元年６月７日提出 

 

                      矢板市長 齋 藤 淳一郎    
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矢板市条例第  号 

 

矢板市印鑑条例の一部を改正する条例 

 

矢板市印鑑条例（昭和５１年矢板市条例第１９号）の一部を次のように改正する。 

題名の次に次の目次を付する。 

目次 

 第１章 総則（第１条） 

 第２章 印鑑の登録（第２条―第１２条） 

 第３章 印鑑登録の証明（第１３条―第１９条） 

 第４章 雑則（第２０条―第２３条） 

 附則 

第２２条を第２３条とし、第１９条から第２１条までを１条ずつ繰り下げ、第３

章中第１８条の次に次の１条を加える。 

 （多機能端末機による印鑑登録証明書の交付） 

第１９条 第１３条の規定にかかわらず、印鑑の登録を受けている者は、行政手続

における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（平成２５年法

律第２７号）第２条第７項に規定する個人番号カードを利用して、多機能端末機

（本市の電子計算機と電気通信回線で接続された民間事業者が設置する端末機で、

証明書等を交付する機能を有するものをいう。）に暗証番号（電子署名等に係る

地方公共団体情報システム機構の認証業務に関する法律施行規則（平成１５年総

務省令第１２０号）第４２条第２項に規定する暗証番号をいう。）その他必要な

事項を入力することにより、印鑑登録証明書の交付を受けることができる。 

附 則 
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 この条例は、令和元年１０月１日から施行する。 
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議案第４号 

 

   矢板市市税条例の一部を改正する条例の一部改正について 

 

 矢板市市税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例を、別紙のように定

める。 

  令和元年６月７日提出 

 

                      矢板市長 齋 藤 淳一郎    
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矢板市条例第  号 

 

   矢板市市税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例 

 

第１条 矢板市市税条例の一部を改正する条例（平成２９年矢板市条例第３１号）

の一部を次のように改正する。 

附則第１４条第１項中「平成１８年３月３１日までに初めて道路運送車両法第

６０条第１項後段の規定による車両番号の指定（次項から第４項までにおいて

「初回車両番号指定」という。）を受けた法附則第３０条第１項」を「法附則第

３０条」に改め、「平成３１年度分」を「当該自動車が最初の法第４４４条第３

項に規定する車両番号の指定を受けた月から起算して１４年を経過した月の属す

る年度以後の年度分」に改める。 

第２条 矢板市市税条例の一部を改正する条例の一部を次のように改正する。 

附則第１３条の次に次の５条を加える改正規定のうち附則第１３条の２の３を

附則第１３条の２の４とし、附則第１３条の２の２を附則第１３条の２の３とし、

附則第１３条の２に次の３項を加える。 

２ 県知事は、当分の間、前項の規定により行う軽自動車税の環境性能割の賦課

徴収に関し、三輪以上の軽自動車が法第４４６条第１項（同条第２項において

準用する場合を含む。）又は法第４５１条第１項若しくは第２項（これらの規

定を同条第４項において準用する場合を含む。）の適用を受ける三輪以上の軽

自動車に該当するかどうかの判断をするときは、国土交通大臣の認定等（法附

則第２９条の９第３項に規定する国土交通大臣の認定等をいう。次項において

同じ。）に基づき当該判断をするものとする。 

３ 県知事は、当分の間、第１項の規定により賦課徴収を行う軽自動車税の環境
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性能割につき、その納付すべき額について不足額があることを附則第１５条の

４の規定により読み替えられた第８１条の６第１項の納期限（納期限の延長が

あつたときは、その延長された納期限）後において知つた場合において、当該

事実が生じた原因が、国土交通大臣の認定等の申請をした者が偽りその他不正

の手段（当該申請をした者に当該申請に必要な情報を直接又は間接に提供した

者の偽りその他不正の手段を含む。）により国土交通大臣の認定等を受けたこ

とを事由として国土交通大臣が当該国土交通大臣の認定等を取り消したことに

よるものであるときは、当該申請をした者又はその一般承継人を当該不足額に

係る三輪以上の軽自動車について法附則第２９条の１１の規定によりその例に

よることとされた法第１６１条第１項に規定する申告書を提出すべき当該三輪

以上の軽自動車の取得者とみなして、軽自動車税の環境性能割に関する規定を

適用する。 

４ 前項の規定の適用がある場合における納付すべき軽自動車税の環境性能割の

額は、同項の不足額に、これに１００分の１０の割合を乗じて計算した金額を

加算した金額とする。 

附則第１３条の次に次の５条を加える改正規定のうち附則第１３条の２を附則

１３条の２の２とし、同条の前に次の１条を加える。 

（軽自動車税の環境性能割の非課税） 

第１３条の２ 法第４５１条第１項第１号（同条第４項において準用する場合を

含む。）に掲げる三輪以上の軽自動車（自家用のものに限る。以下この条にお

いて同じ。）に対しては、当該三輪以上の軽自動車の取得が令和元年１０月１

日から令和２年９月３０日までの間（附則第１３条の６第３項において「特定

期間」という。）に行われたときに限り、第８０条第１項の規定にかかわらず、

軽自動車税の環境性能割を課さない。 
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附則第１３条の次に次の５条を加える改正規定のうち附則第１３条の３の２

中「附則第１３条の２の３」を「附則第１３条の２の４」に改め、附則第１３条

の６に次の１項を加える。 

３ 自家用の三輪以上の軽自動車であつて乗用のものに対する第８１条の４（第

２号に係る部分に限る。）及び前項の規定の適用については、当該軽自動車の

取得が特定期間に行われたときに限り、これらの規定中「１００分の２」とあ

るのは、「１００分の１」とする。 

  附則第１３条の次に次の５条を加える改正規定中「５条」を「９条」に改める。 

附則第１４条第１項の改正規定中「附則第３０条」を「附則第３０条第１項」

に改め、「指定」の次に「（次項から第４項までにおいて「初回車両番号指定」

という。）」を加える。 

  附則第１４条第２項から第４項までを削り、同条第５項中「３輪」を「三輪」

に、「第２項」を「次」に改め、同項に次の表を加える改正規定中「同条第５項

中」の次に「「附則第３０条第６項第１号」を「附則第３０条第２項第１号」

に、」を、「三輪に」の次に「、「平成２９年４月１日から平成３０年３月３１

日まで」を「平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで」に、「平成３０

年度分の軽自動車税」を「令和２年度分の軽自動車税の種別割」に、「平成３０

年４月１日から平成３１年３月３１日まで」を「令和２年４月１日から令和３年

３月３１日まで」に、「平成３１年度分の軽自動車税」を「令和３年度分の軽自

動車税の種別割」に」を加える。 

  附則第１４条第５項を同条第２項とし、同条第６項中「３輪」を「三輪」に、

「第３項」を「次」に改め、同項に次の表を加える改正規定中「同条第６項中」

の次に「「附則第３０条第７項第１号」を「附則第３０条第３項第１号」に、」

を加え、「３輪」を「三輪」を「３輪以上の軽自動車」を「法第４４６条第１項
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第３号に規定するガソリン軽自動車（以下この項及び次項において「ガソリン軽

自動車」という。）のうち三輪以上のもの」に、「当該軽自動車」を「当該ガソ

リン軽自動車」に、「平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日まで」を

「平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで」に、「平成３０年度分の軽

自動車税」を「令和２年度分の軽自動車税の種別割」に、「平成３０年４月１日

から平成３１年３月３１日まで」を「令和２年４月１日から令和３年３月３１日

まで」に、「平成３１年度分の軽自動車税」を「令和３年度分の軽自動車税の種

別割」に改める。 

  附則第１４条第６項を同条第３項とし、同条第７項中「３輪」を「三輪」に、

「第４項」を「次」に改め、同項に次の表を加える改正規定中「同条第７項中」

の次に「附則第３０条第８項第１号」を「附則第３０条第４項第１号」に、」を

加え、「３輪」を「三輪」を「３輪以上の軽自動車」を「ガソリン軽自動車のう

ち三輪以上のもの」に、「当該軽自動車」を「当該ガソリン軽自動車」に、「平

成２９年４月１日から平成３０年３月３１日まで」を「平成３１年４月１日から

令和２年３月３１日まで」に、「平成３０年度分の軽自動車税」を「令和２年度

分の軽自動車税の種別割」に、「平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日

まで」を「令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで」に、「平成３１年度

分の軽自動車税」を「令和３年度分の軽自動車税の種別割」に改める。 

  附則に次の１条を加える。 

第５条 別段の定めがあるものを除き、改正後の矢板市市税条例の規定中軽自動

車税の環境性能割に関する部分は、同号に掲げる規定の施行の日以後に取得さ

れた三輪以上の軽自動車に対して課する軽自動車税の環境性能割について適用

する。 

２ 改正後の矢板市市税条例の規定中軽自動車税の種別割に関する部分は、令和
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２年度以後の年度分の軽自動車税の種別割について適用する。 

附 則 

この条例中第１条の規定は公布の日から、第２条の規定は令和元年７月１日から

施行する。 
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議案第５号 

 

   矢板市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について 

 

 矢板市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例を、別紙のように

定める。 

  令和元年６月７日提出 

 

                      矢板市長 齋 藤 淳一郎    
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矢板市条例第  号 

 

矢板市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例 

 

矢板市災害弔慰金の支給等に関する条例（昭和４９年矢板市条例第３１号）の一

部を次のように改正する。 

 第１章から第４章までの章名を削る。 

 第３条中「この章及び次章において単に」を「第１１条まで」に改める。 

 第５条中「次章」を「第９条から第１１条まで」に改める。 

 第９条中「住民」を「市民」に改める。 

第１４条の見出し中「利率」の次に「及び保証人」を加え、同条中「３パーセン

ト」を「１．５パーセント」に改め、同条に次の２項を加える。 

２ 災害援護資金の貸付けを受けようとする者は、保証人を立てなければならない。 

 ただし、市長が認めた場合は、この限りではない。 

３ 前項の保証人は、災害援護資金の貸付けを受けた者と連帯して債務を負担する

ものとし、その保証債務は、令第９条の違約金を包含するものとする。 

第１５条第１項中「又は〔半年賦償還〕」を「、半年賦償還又は月賦償還」に改

め、同条第３項中「、保証人」を削り、「支払い猶予」を「支払猶予」に、「第１

２条」を「第１１条」に改める。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行し、この条例による改正後の矢板市災害弔慰金

の支給等に関する条例の規定は、平成３１年４月１日から適用する。 

 （経過措置） 
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２ この条例による改正後の矢板市災害弔慰金の支給等に関する条例第１４条及び

第１５条第３項の規定は、平成３１年４月１日以後に生じた災害により被害を受

けた世帯の世帯主に対する災害援護資金の貸付けについて適用し、同日前に生じ

た災害により被害を受けた世帯の世帯主に対する災害援護資金の貸付けについて

は、なお従前の例による。 

 

16



 

議案第６号 

 

   矢板市下水道条例の一部改正について 

 

 矢板市下水道条例の一部を改正する条例を、別紙のように定める。 

  令和元年６月７日提出 

 

                      矢板市長 齋 藤 淳一郎    
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矢板市条例第  号 

 

矢板市下水道条例の一部を改正する条例 

 

矢板市下水道条例（平成２年矢板市条例第２３号）の一部を次のように改正する。 

第１５条第２項中「１００分の１０８」を「１００分の１１０」に改める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、令和元年１０月１日（以下「施行日」という。）から施行する。 

（経過措置） 

２ 施行日前から継続して公共下水道を使用している者に係る使用料であつて、施

行日から令和元年１０月３１日までの間に使用料の額が確定するもの（施行日以

後初めて使用料の額が確定する日が同月３１日後であるもの（以下「特定使用料」

という。）にあつては、当該確定したもののうち、次項で定める部分）に係る改

正後の矢板市下水道条例第１５条第２項に規定する使用料に乗じる率については、

なお従前のとおりとする。 

３ 前項に規定する特定使用料のうち、なお従前のとおりの率を適用する部分は、

同項に規定する特定使用料のうち、施行日以後初めて確定する使用料の額を前回

確定日（その直前の使用料の額が確定した日をいう。以下この項において同じ。）

から施行日以後初めて使用料の額が確定する日までの期間の月数で除し、これに

前回確定日から令和元年１０月３１日までの期間の月数を乗じて計算した金額に

係る部分とする。 

４ 前項の月数は、暦に従つて計算し、１月に満たない端数が生じたときは、これ

を１月とする。 
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議案第７号 

 

   矢板市水道事業給水条例の一部改正について 

 

 矢板市水道事業給水条例の一部を改正する条例を、別紙のように定める。 

  令和元年６月７日提出 

 

                      矢板市長 齋 藤 淳一郎    
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矢板市条例第  号 

    

   矢板市水道事業給水条例の一部を改正する条例 

 

 矢板市水道事業給水条例（平成１０年矢板市条例第３号）の一部を次のように改

正する。 

第２４条及び第３０条第１項中「１００分の１０８」を「１００分の１１０」に

改める。 

   附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、令和元年１０月１日（以下「施行日」という。）から施行する。 

（経過措置） 

２ 施行日前から継続して水道を使用している者に係る料金であって、施行日から

令和元年１０月３１日までの間に料金の額が確定するもの（施行日以後初めて料

金の額が確定する日が同月３１日後であるもの（以下「特定料金」という。）に

あっては、当該確定したもののうち、次項で定める部分）に係る改正後の矢板市

水道事業給水条例第２４条に規定する料金に乗じる率については、なお従前のと

おりとする。 

３ 前項に規定する特定料金のうち、なお従前のとおりの率を適用する部分は、同

項に規定する特定料金のうち、施行日以後初めて確定する料金の額を前回確定日

（その直前の料金の額が確定した日をいう。以下この項において同じ。）から施

行日以後初めて料金の額が確定する日までの期間の月数で除し、これに前回確定

日から令和元年１０月３１日までの期間の月数を乗じて計算した金額に係る部分

とする。 
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４ 前項の月数は、暦に従って計算し、１月に満たない端数が生じたときは、これ

を１月とする。 
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議案第８号 

 

   固定資産評価員の選任同意について 

 

 本市固定資産評価員として、下記の者を選任することについて、地方税法（昭和

２５年法律第２２６号）第４０４条第２項の規定により、議会の同意を求める。 

  令和元年６月７日提出 

 

                      矢板市長 齋 藤 淳一郎 

 

                  記 

 住  所   

 氏  名  横 塚 順 一 

 生年月日   
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議案第９号 

 

   固定資産評価審査委員会委員の選任同意について 

 

 本市固定資産評価審査委員会委員として、下記の者を選任することについて、地

方税法（昭和２５年法律第２２６号）第４２３条第３項の規定により、議会の同意

を求める。 

  令和元年６月７日提出 

 

                      矢板市長 齋 藤 淳一郎 

 

                  記 

 住  所   

 氏  名  我 妻 広 道 

 生年月日   
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議案第１０号 

 

   人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 

 

本市人権擁護委員として、下記の者を推薦することについて、人権擁護委員法 

（昭和２４年法律第１３９号）第６条第３項の規定により、議会の意見を求める。 

  令和元年６月７日提出 

 

                      矢板市長 齋 藤 淳一郎    

 

                  記 

 住  所   

 氏  名  櫻 井 宣 子 

 生年月日   
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議案第１１号 

 

   人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 

 

本市人権擁護委員として、下記の者を推薦することについて、人権擁護委員法 

（昭和２４年法律第１３９号）第６条第３項の規定により、議会の意見を求める。 

  令和元年６月７日提出 

 

矢板市長 齋 藤 淳一郎    

 

                  記 

 住  所   

 氏  名  藤 田 一 夫 

 生年月日   
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